
＇火力調節と消火◎必す、屋外の火の気のない所で操作してく ださい。

火力の調節は、左（＋）方向に器具栓ツマミを回すと
火力が強くなり、右(-)方向で弱くなります。
消火は、右(-)方向に器具栓ツマミを止まるまで回
してください。

言

A、火力躙鰤と消火時の注意
●器具栓ツマミを急激に回すと、炎が消えるこ

とがあります。
●炎を小さくすると風などで消えることがあり

ます。
●使用中はときどき正常に燃焼しているか確

認してください。
●消火は、器具栓ツマミを完全に右(-)方向に

回らなくなるまで回してください。火が消え
ても完全に回っていないとガス漏れします。

●使用中及び使用直後は本体カパーが非常に
熱くなっています。火力調整及び消火のとき
は、十分にこ注意ください。

＇収鯖◎必す本体が完全に冷えてから作業を行 っ て く ださい。

1器具栓ツマミが右(-)方向に止まるまで回って 3.3本の己とくを順番に折りたたんでください。
いることを確認してください。

匹
2. ガスカートリッジ（容器）を水平にして、本体を左

に回して取り外してください。ガスカ ートリッジ
（容器）は側面に書いてある注意を参考に低温・低
湿の場所にキャップをして保管してください。

容器キャップ

4. ストー ブ本体は、プラス
チックケ ースに入れ保詈
してください。

1 日常の点検•お手入れ・保管

●使用前に必すガス漏れがないことを確認してからこ使用ください。
●日常の点検、お手入れは必す行ってください。
●特に煮こぽれしたときは必すバーナーの掃除を行ってください。
●故障または破損したと思われるものは使用しないでください。
●点検、お手入れの前には、必すガスカートリッジ（容器）を取り外してください。
●点検、お手入れは器具が冷えてから行ってください。
●器具の各部が充分冷えてから湿気の少ない場所に保管してください。
●ガスカートリッジ（容器）は、容器キャップがついていることを確認してから、風通しの良い40℃以下の場所

に保管してください。
●本体にガスカートリッジ（容器）をセットした状態のまま保管することは絶対におやめください。
●幼児、子供の手の届かない所に保管してください。

国

巳
品 名 アウトランダーmマイ クロストープPZ
型 式 203535 
点火方式 圧電点火方式
外形寸法（本体のみ） 約11X9.5X9.5 (H) mm (使用時）

約10X 5 .5X9.5 (H)mm(収納時）
重 量 約200g{本体のみ）
使用ガスカー トリッジ（容器） コールマンTタイプ専用容器（レギュラー缶）
ガス消費量 約210g/h

＇故障・異常の見分け方と処置の方法
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ガスカー トリッジ（容器）が取り付けられない。 ゜

点火しない（しにくい）。 ゜ ゜ ゜

炎が安定しない。 ゜ ゜ ゜

火力が弱い。 ゜ ゜ ゜

消火しない。 ゜
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※以上の事項をこ確認の上、それでも不都合な場合、あるいはこ不明な点がある場合は、お買い上げの
販売店に保証書を添えて点検・修理をこ依頼ください。

アフターサーピス
●お頁い上げいただきました製品には万全を期しておりますが、万ー不備な点がございましたらお頁い

上げの販売店、もしくは下記までこ連絡ください。

匡
コ-Jliマンツ'd'.ン株式会社
〒108-0023東京都港区芝浦4 -9-2 5芝浦スクエアビル お問い合わせ先0120-111 -957

コ ールマン製品保証書 Model 203535 

ご芳名 様TEL.
I------

お客様
ご住所

店名 ・住所・電話番号

取扱販売店

保証糊閏 お買上げ日 年 月 日 よ り 1 年間
本書は、本書記載内容にそって無料修理をお約束するものです。保証期間中に故障が発生した場合
は、製品に本書を添え、お買い上げの販売店にこ依頼ください。お買い上げ年月日、販売店名などの
記入もれがありますと無効になります。必すこ確認いただき記入のない場合は、お買い上げの販売
店にお申し出ください。また、お買い上げいただいた時のレシート、領収書を添付して保管くださ
い。こ転居、こ贈呈などでお買い上げの販売店に修理依頼できない場合は、最寄りのコールマン製
品取扱店にこ依頼ください。本書は再発行いたしません。大切に保管してください。
1取扱説明書本体ラペル等の注意書きにしたがった正常な使用状態で保証期間内に故障した

場合には、お買い上げの販売店、または当社が無料修理いたします。
2. 保証期間内でも、次の場合には有料修理となります。

（イ）本書のご提示がない場合。
（口）本害に、お買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合、または字句を書き換

えられた場合。
（ハ）使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障、損傷。
（二）お買い上げ後に、落とされた場合等による故障、損傷。
（＊）火災、公害および地震、風水害、塩害その他天災地変等、外部に要因がある故障、損傷。
（へ）指定外の燃料使用による故障、損傷。

3. 保証期閻経過後の有料修理は、お客様のご希望により、お買い上げの販売店または当社サー

ビスセンタ ーにお問い合わせください。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。

お買い上げレシ ー ト添付場所

OUTLANDERTM

MICRO STOVE PZ 
アウトランダーTM マイクロストーブ PZ
Model 20-3535

取扱説明書I保証書付 I
保証書はこの即扱野明書の哀表紙についています．
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このたびは、アウトランダーマイクロストーブPZをお頁いあげいただきまことにありがとうこざいます。
こ使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しい方法でこ使用ください。
お読みになったあとも、この取扱説明書及び保証書を大切に保管してください。
修理•補信を受ける際に必要になります。※改良のため仕様および外観を予告なく変更することがあります。

屋外専用 室内・テント内・車内使用禁止

製品を正しくお使いいただくため及び、あなたや他の人々への危害、財産への据害を未然に防止する
ために、この取扱説明書および製品では、いろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

△警告

A注意

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う
可能性が想定される場合を表しています。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性が想定
される場合、および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

絵表示について次のような意味があります。

(S)-般的な禁止�
、

一般的な注意。必ず行 う® 接触禁止 ® 火気禁止
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△警告安全のために必すお守りください。 △注意安全のために必すお守りください。 △注意安全のために必すお守りください。

iガスカ ー トリッジ（容器）の取扱について
1. ガスカートリッジ（容器）が過熱されると内部の圧

力が急上昇し、爆発の危険性があります。次のよ
うな使い方は絶対におやめください。
●炭の火起こし、

スモー カーの熱源。

〇禁止

●幅射熱が大きい調理器具の使用。

〇禁止
I ( 

●2台以上並べての使用。

〇禁止

●風随鉄板や岩などで囲う。 ；， 

〇禁止
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●真夏の砂浜焼けた道路等
ガスカー トリッジ（容器）が
過熱される所。 ーノミ
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2ガスカートリッジ（容器）は風通しの良い、湿気の
少ない40℃以下の場所に容器キャップをはめて
保管してください。また器具使用後は必すガスカ
ートリッジ（容器）を取り外して別々に保管してく
ださい。

◎必ず行う

3ガスカートリッジ（容器）は火気の近くや直射日光
（室内や車内の窓際など）の当たる場所等40℃以
上になる場所に放置しないでください。熱で容器
の圧力が上がり爆発の原因となります。

〇禁止

4使用済みのガスカートリッジ（容器）はお持ち帰り
頂き残ガスがないことを確認してから、各自治体
の指示に従って捨ててください。

◎必ず行う

I使用場所の注意
l屋外専用です。使用中は多呈の酸素を消喪しま

すので、窒息や中言を起こす恐れがあります。そ
の為家の中、テントの中、車の中もしくは換気の
不十分な場所では絶対に使用しないでください。
一醸化廣票(CO)中毒により、畢璽の場合には、
虹eM!につながる恐れがあります。

〇禁止

2ガス器具の燃焼には多呈の酸素が必要です。換
気には充分注意してください。

〇禁止

3. 設置面が安定していて、水平な場所に置いてこ使
用ください。斜めに置くとコンロ
が倒れるおそれがあります。

◎必ず行う

iガスカ ー トリッジ（容器）の取扱について
1ガスカートリッジ（容器）に表示してある注意事項

を良く読んでからこ使用ください。

◎必ず行う

2保管してあるガスカ ートリッジ（容器）はときどき
点検してさぴが発生している場合には、できるだ
け早く使用してください。

◎必ず行う

3ガスカートリッジ（容器）にLPガスの再充填はで
きません。

〇禁止

ガスカートリッジ（容器）はコールマン純正LPIガス畔230g/470g(レギュラー缶）を 1
事ください。スーバー缶は可吏用になれません。

コールマン製品ではガス燃焼器具とガスカートリッ
ジ（容器）を 一体にした状態で設計、品質管理を行な
っています。性能•安全を維持する為にも、コールマ
ン純正LPガスカ ートリッジ（容器）をご使用くださ
い。他社製ガスカートリッジ（容器）は使用しないで
ください。

◎必ず行う

1火災予防の注意
l. 燃えやすい物からは上部1.2m、周囲は50cm以

上離してこ使用ください。特にテント、タープ、ス
リー ピングバッグ、干してある洋服等の近くでは
使用しないでください。

〇禁止

2火をつけた状態での持ち運び、就寝や使用場所
を離れたりしないでください。

〇禁止

3器具の下にダンポール紙など燃えやすいもの、も
しくはビニールクロスなど熱に弱いものを敷いた
りしないでください。

〇禁止

iガス事故防止
1ガスカートリッジ（容器）は正しくセットし使用中も

正常に燃焼（突風などで吹き消されていないか）
していることをときどき確認してください。

〇必ず行う

2.LPガス（液化石油ガス）は空気より重たいためガ
ス漏れした場合は低所に溜まります。もし、ガスの
におい（玉葱の腐ったにおい）がした場合はすぐ
に器具の使用を止め、充分に換気してください。

△注意

3ガスカートリッジ（容器）の取り付け、取り外しの際
には少置のガスが漏れます。周囲に使用中の燃
焼器具や火の気がないことを確認してから行って
ください。

®火気禁止

使用上の注意
1使用中は器具から目を離さないでください。

△注意

2. 使用中及び消火直後は本体及び、本体カパーが
非常に熟くなっています。やけどの恐れがありま
すので次の時は、十分にご注意ください。
●使用中の火力調整。
●消火時および再点火時のツマミ操作。
●ガスカートリッジ（容器）の交換作業。

®接触禁止

3. 万一異常燃焼を起こした時や緊急の揚合は、ただ
ちに器具の使用を止め、ガスカートリッジ（容器）
を取り外してください。（青い炎が正常の状態で
す。）

◎必ず行う

4器具上で使用する調理器具及びその内容物の合
計は、3.5キログラムを超えないようにしてくだ5禁止

使用上の注意
5. 直径20センチメ ートルを超える調理器具は使用

しないでください。

〇禁止

6. この器具は屋外専用調理器具です。調理以外の
用途には使用しないでください。過熱・異常燃焼
などによる焼損や火災などの危険があります。

〇禁止

7使用中や使用直後は、器具全体が裔温になって
おりますので手を触れないでください。

®接触禁止

8. こ使用の際は特にお子様に注意してください。器
具を保管する場合も幼児・子供等の手の届かない
所に保管してください。

△注意

9使用後は器具を乾いた布等でよく拭いてくださ
い。グリース等が残っていると思わぬ出火の原因
になります。

◎必ず行う

10. 補助具付属品等は当社指定のもの以外は使用
しないでください。

〇禁止

1修理はお買い求めの販売店にこ依頼ください。

＇書鄭の名称

パーナー

耐風性に優れ、
約2,500kcal/hの
ハイパワー。

自動点火ポタン
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ことく
なぺなどを乗せる台。
収納時は折りたたみ可能。

ヒートシールド
パーナーの熱からツマミを守る。

器具栓ツマミ
点火・消火から火力謂節まで行う。

ガスカートリッジ（容器）別売
コールマン純正LPガス燃料(TタイプIレギュラー缶）

＇点火の準備◎屋外の火の気のない所で行ってください。

ガスカー トリッジ（容器）はコ ールマン純正LPガス燃料230g/470g(レギュラー缶）をこ憎！用ください。
スーバー缶はご吏用になれません。

l. プラスチックケースからストーブ本体を取り出し 5. カ ートリッジ（容器）を水平にし
てください。 て、接合部に対して垂直に取り

付け完全に止まるまで確実に
2本体下部のカ ートリッジ接合部にある"Q"リング ねじ込んでください。

に損傷がないことを確認してください。
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4.3本のことくを広げてください。

＇点火の方法◎必ま屋外の火の気のない所で操作してください。

器具栓ツマミを左（＋）方向に少し回してガスを出 Iし、自動点火ポタンを数回押して点火します。 &. 点火時の注憲
●炎は上に上がるので、点火操作をするとき

は、器具の上にかがみこまないでください。
●一度で点火しない場合は左記、点火作業を繰

り返し確実に着火したことを確認してくださ

●ガスの勢いが強すぎたり、気温、風、湿度等の
自然条件により点火がうまくいかない場合が
あります。この様な時はマッチ等で点火して
ください。

●点火操作は、本体を水平な場所に置いて行っ
てください。

●本体を傾けて点火しないでください。
●冷えたカートリッジ（容器）は使用しないでく

ださい。
点火しない場合は器具栓ツマミを右(-)方向に回
し、一度ガスを止め、また点火操作を最初からやり
直してください。

△注意
● "O"リングに異常（亀裂、破損、硬化、縮み、未

装潜等）がある場合は、お買い求めの販売店
にて交換修理を依頼してください。

®〇®
●ガスカートリッジ（容器）を取り付ける際は、無

理矢理押し込んだり、斜めに押し込んだりす
ると接合部を損傷する恐れがあります。

●ガスカートリッジ（容器）を斜めに傾けて取り
付けると液状のガスが噴出して危険です。必
すカ ートリッジ（容器）を水平にして取り付け
てください。

●ガスカ ートリッジ（容器）取り付け時、若干の
ガスが漏れますので、必す周囲に火気がない
ことを確認してください。

●ガスカ ートリッジ容器のふたは捨てすに保管
してください。ガスを使い切らなかった場合、
保管につかいます。
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